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終助詞「よ」の語用上の分析一発話の観点から一

　　　福田恵子
（1998．12．5発表）

O．はじめに

　　終助詞「よ」（以下「よ」）は、今までその機能を中心に論じられてきた，

　　「よiの機能が分かっていても、実際にその機能がどんな発話で用いられ

　ているかが分からないためか、学習者の発話に不自然さを覚えることがあ

　　る。学習者が「よ」を適切に用いるには、「よ」の現れる発話を知ること

　が重要だと考え、fよ」の現れる発話を分析したc

1．分析方法

　　内館牧子著「ひらり1」（講談社文庫）より、move（発話の行為的機

　能を担う最小の単位）を発話の単位として、約1000例の「よ」を含む

　発話を取り出した。そして、熊谷（茂呂編1997）、中田（1991）を参考

　に、その発話を闘き手に対するどのような発話なのかという観点に立って

　分類した。発話の表現形式については文の表す一般的な文法的意味に基づ

　いて文を分類した鈴木（1972）の文のタイプ（現実にっいて話し手の認

　識したことがらを述べ立てる、話し手の意識的なことがらを述べ立てるr伝

　える文」、現実について相手の認識した事柄を尋ねる、相手の意志的な事

　柄を尋ねる「尋ねる文」、相手に動作の実現を働きかける「働きカWる文」

　の3タイのを参考にした。

2．分析結果

　　　今回、シナリオに現れた発話は、聞き手誘導型発話（話し手が今後の

　闘き手の行為を指示したり、聞き手に説明を要求したり、また、聞き手の

　認識状態や心情の変化を意図して発せられた発話）と話し手表出型発話

　　（話し手が話し手の心情や意思等を聞き手に言い放ったり、聞き手を話に

　引き込もうとしたりして発せられた発話）という二種に大別されたc
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　聞き手誘導型発fi

①誤解されていると思った話し手が誤解を解く（57例）

②思い違いを正す（39例）

③説明（103例）

④闘き手の自覚を促す（60例）

⑤情報提供（12例）

⑥感情操作

臼［　　　a反発（55働
　　　b攻撃（24例）

　　　c緊張を和らげる（37例）

　　　d元気づける（15例）

　　　eはやす（10例）

　　　f慰める（20例）

E］gほめるく12例）

　　　h思いやる（9例）

　　　i許容（9例）

　　　j同感（5例）

　　　　聞き手指示（17例）

　　　k感謝（1例）
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　聞き手誘導型発話は、上のようにさらに下位分類される。①紘頼、②勧めは、

柏崎（1993）の行為指示型の機能の「依頼」「勧め」の定義による。③命令・

禁止は、柏崎（1993）の行為指示型の機能の「命令」の定義に、行動しない

ように要求する禁止を入れたものである。また、聞き手のために聞き手の悪い

点や問達っている点などを言う忠告や、危険な状態や好ましくない状態になら

ないように前もって注意する警告も聞き手の行為を指示するものとして、④

忠告・警告という項目を設けた、勧めは、聞き手の利益がある行動の勧めに視

点があるが、忠告・警告は、聞き手の好ましくない状態の回避に視点がある，

説開要求は、何かに対して説明を要求するもので、話し手がいつもと違う聞き

手の様子に疑問を抱き、その状況説明を求めるものが多かった。闘き手の認識

状態や心情に影響を及ぼそうとするものは、さらに6分類され、⑥感情操作

は、さらに聞き手を不快に向かわせるE］、快に向かわせる　E］を合わせ

て11に下位分類された。

匿稜出型発言

　　心的状況を訴える（107例〉

　　批判（39例）

　　闘き手を話に引き込む（26例〉

　話し手誘導型発話は、話し手の心的態度を表明したり　（確信、意志）、また

心的状況を訴えたり（喜怒哀楽のほか困惑、驚き、呆れる、懐かしむ等）、ま

た、聞き手の情報要求に答えて当然といったニュアンスを添えるもの、また、

聞き手への批判など、自分を全面に押し出すもので、さらに、聞き手を話に引

き込み、話を聞いてもらおうとするものなど、聞き手は脇役に回り、話し手中

心に展開するものである、

3、まとめ

　シナリオの上での発話分類は以上のようになったが、これは、あくまでも

このシナジオに限られたことなので、実際の会話においてどうなのかを、音声
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上の違いも考慮に入れて今後検討を加えていかなければならない。また、日本

語教育においては、どのような発話に「よ」が現れるのかといったことを、機

能とあわせて提示していく必要があるのではない瓶
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